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Variable Range Hopping伝導領域での磁気抵抗状態内クーロン相 関 の効 果
東大・理　 黒 部篤 ・ 上村洸
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7uン 粕 関 切女力果 にあヒ.正1:な る、 さらに β銑細 局 た 状 謄
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ジ銭 少'す る。 一方 イ6温 イ則 ご1な.喚 の万姦 缶誰 碗 だしけ が覧観
劇 滅 いる.の,の 福 山 ・劣 田%、 の負 の 磁 鏑 競
芝該 鯵胆 る蘭1・ 、A。 蜘 爪 局 劇 食 馨 拡 ガ ソ9,が 覧エキ
ルギー 既 出 イ表 為 一すう 皐$考 虜,し72。 一(lle々19§3e五 工瘍 に
士、?,こhと 伺 じ 才嚢 構 を 恥 り 入 れ 荘 壱†.算2イ アなっ7三.
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Et-,,4・t,H=EF逗 傍 で 走e:る 。S、Z麹 動 贋 端Fcと 亀 と
の 鑑EI。 一・-Eeが 廊 場 ととも{・藏 ケ 茄 卑t・ なリ.局 准 つ
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議 論 は2・ 脈 で も3・ 史元 ご纏 わ ら な し1・).輻 鍵 にzx・・lz
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・i誌 陽 醐 甜 覇 虜 確 衿 殖 †箪 ごは,T→ ・
(・砿 マ.4～鳳 。,→b・ と7S5カN・,鶴 賄`・ は 丁≦・、ケk.Z・
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し在 状 鷹 間 のク殉 〉和 列 齢 ・安裸 で協 ると強 軌
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